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Abstract This study focused on the paradoxical situation where acts motivated by good intentions towards 
others cause trouble. Based on the narratives of elementary school children in school scenarios, this study 
examined cases of the process of "doing what is right" in certain contexts. The purpose of this study was to surmise 
the motive behind those actions, to analyze "doing what is right," and issues with that approach. Cases were devised 
based on children’s narratives, and one case was considered and analyzed. Results indicated that motives for "doing 
what is right" may include good intentions as well as malice and want and that good intentions justify the action 
and reduce the awareness of the actor. In addition, results suggested that "doing what is right" can lead to trouble. 
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C，D，E と Kの関係性を Figure 1に示す。 
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K が A に「A たちと一緒に遊びたい。」と話しか
ける。「A たち」とは，A と，A がいつも休み時間
に遊んでいる B，C，D，E を指す。A は K に「い
いよ。」と返事をする（行為1）。（Figure 2） 






















K は A に「A たちと一緒に遊びたい。」と言い，
A は K に「いいよ。」と返事をする。返事をした後，
すぐに「やっぱり誰かに聞いて。」と K に言う（行
為 2）。ここでの「誰か」とは A が一緒に遊ぶ B，
C，D，E らのことを指している。A は自分がよく
ても，一緒に遊ぶ B ら「みんな」が K と遊んでも
よいか「わかんない」と考え，K に「誰かに聞いて」
と言う。（Figure 3） 
























 「一緒に遊びたい。」と言った K を交えて，A た
ちがすんなりと遊ぶことができなかった理由は何か。
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（4）第 2 場面：K について ABCDE が集まって話
をする 
（4－1）事例：行為3，行為4 
休み時間になる前に，K 以外の A，B，C，D，E 
5人は集まって話をする。場面1においてAがKに
「誰かに聞いて」と返事をした後，KがBたちに確
認したのかどうかは不明である。A たち 5 人は，K
が「A たちと一緒に遊びたい。」と言ったことにつ
いて話し合う。 
K を嫌いな C は，K が一緒に遊ぶことに対して
「えー」と言う。Ａたちは「どうする？」と言い合
う。Cが「グラウンド集合って（Kに）言ってから
体育館行く？」と A たちに言う（行為 3）。K に伝
えた遊び場所とは別の場所で遊ぶ，つまりKに嘘を



























全員が K と遊びたくないために K に嘘をついた，
とは考えにくい。 
（4－3）考察 
なぜ Aたちは Cの提案に反対しなかったのか 
 Cの提案に賛同したAたちとは，C以外のA，B，
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こに Kも加わるが，Bと C は，A が K を連れてき
たことに対し，「なんで K連れてきたの？」と Aに
怒る。（Figure 6） 























てから B，Cと Aの間で喧嘩が起き，Aが B，Cを
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